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目的

沿岸漁業経営改善のため，特に定棲性水族を対象とする漁業Kついて，その依存する割合，幼稚

魚の漁養状況を明らかにし，沿岸漁業振興のための諸施策を行うための基礎資料を得るととを目的

とする。

E 調査方法

調査方法は水産庁の幼稚魚調査実施要領にもとづき，昨年K引続き，日本海深浦及び賠ク沢両漁

協を選定し，中型機船底曳網漁業，吾智網漁業を対象とし，昭和 38年 4月~昭和 38年 12月ま

で，毎月 1回調査費を当該組合K派遣し，陸上及び乗船調査にないては主として 1曳網毎の漁場水

深，魚種別漁獲量，体長，体重等の調査を実施し，陸上調査では入港船の内標本船を適宜選定し，

操業漁場，操業日数，漁獲量，魚種別体長，体重組成等の調査を実施した。

左左打との報告書の取b纏めKあたっては，本年度は昭和 36年ょ b始ったo 3ク年計画の最終

年vc;t，たるので，昭和36年及び 37年の報告書及び資料を総合考察したものである。

調査実施一覧表

昭和 38年度分

乗船調査標本船 陸上調査標本船

地区別 月期j 漁業種類 船 名 屯 数・馬力 船 名

4 中型底曳 調査不能

5 '1 豊漁丸 3 7. 0 5トン. D 1 1 5 共 進 丸

6 
11 共進丸 1 9.7 3 焼 7 5 明 手中 丸

持~ 9 共進丸 1 9 7 3 焼 7 5 栄 ネ肩 丸

1 0 " 恵比須丸 2 4， 4 9' 焼 8 0 明 神 丸

浦 1 1 1/ 共 進丸 1 9.7 3 焼 8 0 栄 字面 丸

1 2 勾 登 漁丸 3 7. 0 5 D 1 1 5 恵比須丸

! 言十 目 る 隻 Q__j主

乗船調査 標本船 陸上調査標本船

地区別 月別 漁業種類 船 名 屯 数・馬 力 船 名

4 中型底曳 調査不能

睦 5 ， 宝寿丸 2 6 4 2トン焼 8 0 方く 祥 丸
6 1/ 幸 待丸 2 2. 7 1 焼 8 0 氷 祥 丸

守 " 幸得丸 2 2. 7 1 焼 8 0 宝 :h 
ケ

" 宝寿丸 焼 丸1 0 2 6 4 2 8 0 平

1 1 " 宝寿丸 2 6 4 2 焼 8 0 一 五 丸
沢 1 2 " 永祥丸 2 O. 7 3 焼 i 5 r玉'-. 寿 丸

言十 6 隻 6 告主
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乗船調査標本船 陸上調査標本船

地区別 月別 漁業種類 船 名 屯数・馬力 船 名

ι 吾智網 2-3隻出漁しているか皆無漁で調査不能

躍 7 " 1/ 

揖::I 8 匝 勇勢丸 3. 1 0トン 未栄丸
ケ

柏 丸 未栄丸9 1/ 7. 1) 8 

沢 1 0 1/ 柏 丸 7.1) 8 焼 25 =栄丸

1 1 1/ 未 栄丸 2目 12 D 7 三栄丸

! 言十 l 4 隻 4 隻

E 調査結果

1. 調査期間中対象漁業Kよる漁獲水族

タイ科 Sparidae
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チ タ・ ィ Evynnis Joponica TANAKA 

マダイ Chrysophrysmajor Tet s 

アマダイ科

アカアマダイ Branchiostegus Jasonicus Japonicus 

マトウダイ科 Zeidae 

マトウグイ Zeus Japnnicus Cuvieret Valencience 

イボタイ科 S t r oma t 

イボタイ Psenopsis Anomala cret ~ 

イシダイ科 Stromateidae 

イシダイ Oplengnethus Fascitus cret ~ 

ヒラメ科 Bothidae 

ヒラメ ParalichthysOIivaceus cret ~ 

カレイ科 Pleuronectidae 

アカガレイ Hippoglossoides Dubius CSchmidt) 

ウロコメガレイ Acanthopsetta Madeshmidt 

ソクハチ Cleisthenes Pinetorum Herzensteimi (s) 

ムシカレイ Eopsetta Grigoriewi 任IERZENSTEIN)

メイタカレイ Pleuronichthys Cornutus CTet s) 

アサパカレイ Lepidopsetta Mochigarei Snyder 

マガレイ Limanda Herzensteini Jet Smvder 

マコガレイ Limanda Yokohamat (Gunther) 

イシガレイ Kareius Dicolrratus Basilewsk0 

ヤナギムシカレイ Tanakins Kitaharai (Jordanet starks) 

ヒレグロ Glyptocephalus stelleri CSchmidt) 

バパカ νィ Microstomus achne CJordanet storks) 

ミシマオコゼ科 Vranoscopidae 

ミシマオコゼ Vranoscopus Japonicus HOVTTUYN 

『



タラ科 Gadidae

マ タ・ ラ Gadus macrocepha1us Ti1esius 

スクトウタラ Theragra cha1cogramma CPa11as) 

ハモ科 Muraenesocidae 

ハモ Muraenosoxcinereus (Forskai) 

ウナギカジ科 Lumpenidae 

ウナギガジ L ump e n u s g r a c i 1 i s CAy r e s) 

ガンギエイ科 Raj i dae 

ガンギエイ Raja kenojei Mii11er et Hen1e 

アカエイ科 Dasyatidae 

アカエイ Dasyatia akajei 仰ii 11 e r e t He n 1 e) 

ドジザメ手ヰ Triakidae 

ホシザメ Mustelus manazo Bleeker 

ドジザメ Triakis scyl1ia Miiller et Henle 

y ノザメ科 Squa1idae 

アブラツノザメ Squalus acanthias Linne 

カスザメ科 Squatinidae 

カスサメ Squatina Japonica Bleeker 

ベラ科 Labridae

オミ

'" 

Semicosyphus reticulatus 

CCurier et valenciennes) 

Hexagrammidae 

ク Pleurogrammusazonus Jordan et Metg 

メ Hexagrammusotakii Jordan et starks 

Trichodontidae 

タ ArctosopusJaponicus CSTEINDACHNER) 

Mullidae 

ジ pp e n e u s b e n s a s i cr e t s) 
Aulopodidae 

メ HimeJaponica CGi in THER) 

Aluteridae 仰onacanthidae)

ギ Stephano1epis cirrhifer 

コブダイ

アイナメ科

アイナ

J、タハタ科

ノ、タノ、

科

メ

科

@シ

ヒ

メ

J
f
 
ヒ

ヒ

ヒ

カワハギ科

カワノ、

ウマズラハギ Navadon modestus CGiinther) 

ホーポー科

ホーポー Chelidonichthys kumu ~essonet Gorno0 

カナガシラ Lepidctrigla microptera GiinTrAR 

カジカ手ヰ Cottidae 
マイカジカ Gymnocantuus Ventrailis 

(Cuvier et Valeveiennes) 

ヤリカジカ Ainocottus ensiger Jordan et starks 

ニジカジカ Alcichthys alcicornis 位置RZENSTEIN)
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スズキ1'4 Serranidae 

アカムツ Doderrleinia berycoides 

イシナギ Stereolepis ischinagi 但IIβENDORF)

ア ラ Niphon spinosus Cuvier et Valenciennes 

キス科 Si11aginidae

キス Si 11 a g 0 s i h ama (F 0 r s k a 1) 

プサカサコ'1'4 Scorpaenidae 

ヤナギメベル Sebastas itinus (Tets) 

ヤナギノマイ Sebastes steindachneri HILGENDORF 

ハツメ Sebastes omstoni Tet Thompson 

ウスメバル Sebastes thompsoni ITet Hubb~ 

クロソイ Sehastes schlegeli HIIβENDORめ

タラパエピ科

トヤマエピ Panda1us hypsinotus Brandt 

ホッコクアカエピ Pandalus borealis kroyer 

ボタンエピ pandalus nipponensis Yokoya 

ホッカイエピ panda1us kessleri Gzerviavski 

クルマエピ科

クノレマエピ Panaeus Japonicus Bate 

クリガニ革ヰ

クガニ Erimacrus isenbecki1 arandt) 

クモガニ科

ズワイガニ Chionoecetes opilio 0 Fabricius 

タコ科

マダコ Octopusvu1garis (Lamarck) 
イイダコ Octopus ochellatus Gray 
テナガダコ Octopus variabilis sasaki 
ズダコ Octopus dofleimi wulker 

2 深浦地区十て於ける主要魚種の未成魚の比率
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アオパ(ヒラメの幼魚， 口.4 K~以下〉 アオパにヲいては， 3ヶ年の各 9月に漁獲されたヒ

ヒラメのうち 77-9 9 ~もの高率で出現しそれ以後の月よ b 漸次減少してゆ〈傾向を見

せているが， 9月から 11月迄の 5ヶ月聞の月平均漁獲量は 29 1.ιKfJとを t，とのう

ち幼稚魚は平均7日 3~も (2 0 5. 3 KfJ)の大きさを占めている。又I 1 2. 1. 2. 3. 4. 5. 6 
の7ク月平均の漁獲量は 34 7 4. 11匂で，幼稚魚、は 17. 2 % (5 9 7. 5 KfJ)の低率で出

現している。従ってアオパの混獲率は高い時はヒラメの総漁獲量は少をく，その反面，

ヒラメの成魚と思われるものの漁獲が多い時はアオパの混獲は低いというととが云えるo

アオパが高率K出現する時は，時期的にもトヤマエピの漁期と一致して:j:，>t ，その漁場

水深とか海況の良否によって関連づけられているo 9. 1 O. 1 1月は市場価格の高いトヤ

マエピに漁獲努力が集中してなb，3ヶ月平均 1.6 5 9 K9で漁場の形成されている水深

は 20Q-25Qm大陸棚崖であり，との場所でアオバも多〈獲れている。又ヒラメの

平均月期J漁獲量の高い時期にはトヤマエピは皆無と左 t，それに代ってカナガシラが多

〈獲れるが，当地区の底曳網漁場が全体に狭い左がらも漁場魚種に顕著左差がみられる。



とれはアオバの多獲漁場水深が 20 0 m以深であったのが 20 0 m以浅に移ると漁獲の主，

体は上記の如〈カナガシラ，タイ，マコガレイ等が多〈見られるように1.:ってくる。

1 O. 1 1. 1 2月K最も多〈漁獲され，月平均 2.59 7.4 K9で，他の月(1. 2. 3 

4. 5.6 9月)は平均 55 K9とか左bの差が出ている。幼稚魚の割合は 11. 1 2 

月の多獲期K多<.特に 11月が多〈平均 18. 6 9も(4 8 3. 1 K9)であるが，

最低である 2月は 12 % (0. 7 K9) と成魚が大部分を占めているととから絶対

漁獲量の少い時の方が成魚が多いようであるo 1 1月K見られるマコガレイの

体長組織のモードは 16 cm前後で最低の 2月では 17 cmと平均してなb体長の

範囲は 10-2 8仰の広範K分布しているo

ムシガレイ 2月頃よ b漁獲が上昇し 4月K最大と在るが，月平均臼.191.3K9と多獲さ

れ. 5.6月に下降の傾向を示し. 9月ょ.T1 2月の聞が最も少1.:<. 1 2月で
平均 26 8. 2 K~と在っているo 4月の幼稚魚の割合は 43 % (3. 5 2 2. 3 K9) 
で. 1 2月では 53. 1 9も(14 2. 4 K9)と絶対漁獲量から見ればとれ又漁獲の

少左い時の方が成魚が多いようであるoピーク時にある 4月のモードは 22 cm 

位で 12月の漁獲の少左い時は体長も少き〈在って:;lo''t. 1 5cmVc::モードが認

められζの種類も又，体長の分布範囲は広<8-3 4仰の聞に見られる。

ヤナギムシガレイ ζの魚種は顕著1.:ピークを示さず，強いていえば 5.6月の間で，漁獲の少な

い月は 11 -1  2月(04ヶ月の間K現われて来てな.T.幼稚魚の多獲されるの

は4月で平均 43 3i. 5 K9Vc::対して 79. 5 % (3 4 4. 6 K~ヂ)と高率に出現してい

る反面 5月の漁獲は平均 918.1K9で，そのうち幼稚魚は平均 50 % (4 5 9. 

o K9)であるo 5月の体長組織のモードは 12-1 6仰の聞にあ.T. 1 2月の

モードは 13-1 7 cmVc::認められ，全般的には 6-2 8仰の間K分散しているO

タ イ 当地区K於いて最も獲れる 11月には月平均1.3 2 5. 5 K9でその中幼稚魚と

思われるものが 5O. 6 % (6 7 O. 7 K9)を占めている。

又. 4.5.6の5ヶ月は最も漁が少1.:<'平均月 12. 4 K9の中幼稚魚が 35.9 

% (4. 5 ICテ)とをっているo漁獲を 5ヶ年通してみれば，傾向がほぼ一定して

な.t. 1 0月十て一部漁獲が落ち 11月に急勾配で上昇し，漸次ゆるいカーブで

2月頃迄下降し. 3月以後急激に漁獲が減り，上記の如〈月 12.4KCfのよう左

状態を示している。体長組成は解禁直後劃と大型のものが入納し いるのが認

められ，年を越して終漁迄の間魚体も小さくすってゆ〈ょうである。

カナガシラ 多獲される月は 11. 1 2. 1月の 5ヶ月で月平均漁獲量は 2.68 4.3 K9で，そ

の中幼稚魚と恩われるものが約 5% (1 3 4. 2 KCf)又，漁獲の低い 4.5月は月

平均23 4. 3 KCfで幼稚魚が 23. 8 9も(55. 8 Kiめという数値がみられ，との魚

種も周年の漁獲が殆んど一定して沿.T.解禁後の 1日月には一時漁獲が落ちる

が，幼稚魚の出現は 11 - 2月にかけて最低であるoとの時の傍受組成のモー

ドは 15-19cm{rてあ9.4-5月のモードも 13-17cm位K現われている
し，全体としての体長の範囲は 18-26cmであった。

三カ年を平均してみれば 1O. 1 1月に好漁と左.T. 1 2‘1月に急激に減少し

1月の平均漁獲量は 57.8 K9と極めて少1.:< .ζのうち幼稚魚は殆んどみられ
ず成魚で占められている。又，最も多〈獲れる 10月の平均月漁獲量は 60 2. 

3 KSJでうち 85. 2 % (5 1 3. 2 KSJ)の幼稚魚が含まれているo

マヨガレイ

タ -フ
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トヤマエピ Y. 1 0月が盛漁期で月平均 4.1 0 8.5 K9の漁獲が見られるが， 1-6月迄の

聞は漁皆無漁であ9，その他の月 11. 1 2月では月平均 45口Kq程度の漁獲が

見られてな9，最も獲れる月で，幼稚魚、と見倣されるものは 2 1 '10出現，約 8

6 2.8K9を示している。体重組成のモードは 19-40~の聞にあり，全体的

には 5......1 3 9の聞に分布している。

5 偲ク沢地区十て於ける主要魚種の未成魚の比率

ア オ パ 三年間を通じ平均して最も獲れるのは 2......5月の 4ク月間で解禁後一時， 1 

マコガレイ

日月('ciff.獲が上昇するが， 1 1. 1 2月は下降し，以後上記の月に急激に上昇し

ているが， 2-5月の平均漁獲量は， 4. 9 1 8. 3 K~n:.'，とのうち幼稚魚の占め

る割合は1.6 % (7 8. 7 K9)と極めて少まく 11. 1 2月は平均 16 2. 7 Kqで，

その内 11. 3 % (1 8. 4 K9)が幼稚魚、として出現しているo

最多獲時の 2-5月の間で体長は平均 48. 5仰のモードを示していた。

資料不足で推論出来左いがとの魚種は量的にあま 9，多獲されず， 1 0月頃

が最もよ〈獲れ冬期の 12. 1月十て少さといようであるが，体長範囲は 9......3 2 c間

で， 1日月頃 17 cm位の所tてモードがあるo

ムシガレイ との魚種は 5月より漁が上向きと左9，4. 5月lと最も多〈獲れ，平均して 1.

ヤナキ、ムシガレイ

タ イ

カナガシラ
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2 5 3.6 K9とをり，そのうち稚魚が 22 ";も (27 5. 8 K9)で， 1 1. 1 2司 1.2月

の聞は漁が少念<，平均月 18.3 K9で幼稚魚の占める割合は B口'10(1 4. 6 K9) 

の高率で出現して:;1;'9 ，一般的に云えるととは漁獲の少まい時十てその中の幼稚

魚、の出現率が極めて多いととである。文体長の範囲は 11.-29cm迄のものが

漁獲され， 4.5月頃では 22cm('Cモードが見られたo冬期間は平均 16cm('Cモ

ードカミあった。

解禁直後の 1日月十て最も多〈獲れるが， 1.2.3月の間は漁獲は全〈見られず，

漁期が終9('C近ず〈につれて上昇してゆ〈傾向がみられるo 1 0月の平均漁獲

量は 75 3. 3K9で，幼稚魚は 36.8 ";も(2 7 7. 2K9)を占めてな9，4...... 6月

では平均 19 4.8 K9で，その中 19. 1 '10 (3 7. 2 K9)が幼稚魚で，出現率から

云えば， 4...... 6 月の方が少~いo との魚種は量的に少を( ，体長の範囲は 9-

2 5 cm位で. 1 0月頃のものは平均 13 cm位であま b大きいものは念いが，終

漁近い 6月十ては 20 cm前後のものが多いようである。

底曳網Kよって漁獲されるタイは年聞を通じて漁獲の山が 1口-12月と 3

-5月の二回出現し，体長は 6cmから 28仰の聞にあり，モードは春先の場合

8 - 1 0 cm，秋の場合は 15-1 6 cm('C現われ，春先のものの方が小型魚が多

( ，一応 O.2K9.以下のタイを幼稚魚とすれば 1日-1:7月の月平均漁獲量 2‘5

o 7. 6 K9のうち 44.7 ";も(1.口 33. 0 K9) 3 --5月では月平均漁獲量 1.4 2 8 

4K9中 62. 8 Sも(89 7 K9)が幼稚魚とをっている。

漁獲の型は割とはっきり現われてかり， 1 O. 1 1月が最もよ〈獲れ，それ以後

急激に漁獲が減って月平均漁獲量が 10 0 K9前後で 12月頃よ b終漁迄横バイの

状態が続〈。休長組成の範聞は 7- 2 7仰の聞に分布してなり，最多獲期の 1O. 

1 1月のモードは 17 - 1 8 cm('Cあり，月平均漁獲量は 4.3日5.4K9で，その中

1 2 cm以下の幼稚魚と思われるものの出現率は， 1 1. 9 % C 5 1 2. 3 K9)あ9， 1 

2-6月の聞の月平均漁獲量は 21 4 Kqで，その中 41. 4 '10 (8 8. 6 K9 )を占め



ているが，魚体の大きさはそードが二つあ]?，小さい方が 11-1 2 cm，大き

いもので 19 cm位のものが入網している。

タ ラ タラは通常凪遊性のものと，根付きのものとに分けられるが，両地区のタラ

の利用資源、は回遊性のものと思われ， 3 7.3 8年の 2年間の漁獲傾向は類似し

てな]?，本格的Kタラの漁期K入るのは 11月から-e，1， 2月に樹齢請を占し

それ以後魚激K減少してゆく， 1. 2月の月平均漁獲量は 22.8 7 4. 6 KgでO.4 

Kg以下の幼稚魚と思われるのは 9.5Sも(2、17 3Kg)で比率から見れば極めて

低い。又漁獲の少をい 12月は月平均 17 6. 5 Kgで，幼稚魚はその中 77.3% 

( 1 3 6. 4 Kg)の高率で出現している。一般Kタラが産卵のため浅い所K回遊

するととと，中型機船底曳網のタラの漁獲と関係があるようである。

トヤマエビ 解禁直後K盛漁があり，漁場によって漁獲がはっきり違うが， 9月十て最も多

獲れ，以後， 1 2. 1月頃迄漁獲が減少し，それから一時上昇， 3月に入れば漁

は少左〈在ってゆくようでまちるコ体重組成の範囲は 10-11日夕で最盛期の

?月は 20-239'の所にモードがあり，又， 37年 11月には 759'モード

があった例がある。 20 9'以下を一応幼稚魚として各年 9月の月平均漁獲量は

2.9口5.6Kg中 13. 7 % (3 9 8 Kg)となっており，出現率が低い。又各年 1月

の月平均漁獲量が 10 4.5 Kgで少ないが，幼稚魚も又少なく 4.6 % (4. 8 Kg)・

が未成魚として出現している。

， 
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タ幼稚魚の開
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N 本調査にヲいての考察及び総括的見解

3カ年の調査を通じ，対象漁業の底曳網を例にとってみると，採補される幼稚魚の出現率は，解禁

直後の初漁期である 9， 1 0月に集中されて最も高〈量的Kみれば，深浦地区の場合，最も多いd土

魚種名毎に分類してい左いが，小型のカレイ類(上市名)で77 ~も，次いで魚、価の高いヒラメ'4.魚、の

アオパが 74. 1 Sもと高率を示し，以下ムシガレイ，タイの幼魚が各々 67. 5 Sも， 3 5. 2 ~もと走ってい

るoとれら未成魚の 38年度Vてなける平均単価はカレイ類がKfl当919円，ヒラメ 14 8円，ムシガ

レイ 10 4円，タイ 49円と走って必9，上記K示したパーセンティジの幼稚魚が成魚、vc;tってから
却される場合との価格を迄K上回って取引されているo例えばカレイ類はKfl当19円であるが，ムシ

ガレイの成会、は 14 1円，マコガレイ 115-160，ヤナギムシガレイ 117-163円と高い価

格で取引されているととでもわかる。

即ち，小型の若令カレイ類が成魚として漁獲刺用される左らその水場金額は現状よbも倍増する ζ

とは明かであれ現在カレイ類として漁獲されている ζとは青田刈しているととと同じである。

とれらのものを将来高度K利用するための方策を行わねば，乱獲は増々激しく走り，枯縞寸前K追

込まれてしまうと思はれる。

しかるに当地区の現状を漁場の広狭，漁船の着業隻数からみてどのよう念施策を講ずべきかとい

うととに;tるととの調査による資料では不充分で 結論を急ぐととは，危険であると思はれるoその

為には今後二年位の時間をかけ，採捕，生態両者一体の調査を行左わねば地域環境K著しく順応して

いる魚類の産卵の時期さえ明確把握するととはでき念いし，成長段階も型散も解明することはでき左

しかし，毎年操業している漁場では確実に産卵が行われ，幼稚魚が発生しているのであるから，その

為の施策として産卵場の積極的左造成を行うよう Kし念ければいけ左い。

例えば，毎年幼稚魚、の多獲される一定の海区K人工的vc，底曳網漁業K害を与え左いようえE古網，
古ロープ，藁念どを刑用して沈下させ魚類の産卵を補助し，それによって，産卵量を増加させるとと

は利用資源増大への一つの道であ 9，とれらの処置を行った海区を一定の間漁場としての使用を禁止

し，輪採等の如き方法で毎年新しい産卵場の造成を行ってゆけば将来利用資源は増大すると思われる。

又，現行漁具の袋尻の日合は 1寸 4分 2厘であるが，との日合をもう少し大き〈し，左るベ〈若令

魚、の漁獲をさけるよう K考慮すべきである。 漁1建物を重量的K考察した場合新し〈再生産されて添加

される若令魚による増加量を考える走らば，予想される漁獲対象資源の減少に加えて個体の小さいも

のまで杖魚獲するよbも，むしろ網目制限等Kよって漁獲尾数は減っても，ある期間成魚として育てて

から漁獲する方が迄か陀経済的効率も高いし，収益も多いのである。

調査対象両地区の底曳網漁船の漁獲努力は毎年殆んど同じ位であり，との 5年間を通じてみれば，

許可隻数は現在程度でよいものと思はれるが，漁期制限及び前述の禁止区域と日合制限は，今後三考慮

してゆかねば走ら念いものと思われる。又，本調査で，一般的に考えられるととは底曳網の総漁獲量

K大きを変動が走力、ったと云うととは定棲性の魚族と回遊性の魚族との消長に相関々係があるのでは

まいかと考えられるoとLー，二年当地方の日本海の水温が令たく左ってきているという海況の変化

も又，その魚、族に対する影響を考える時，今後は見逃せぬ大きを要因K左るものと考えられる。

在主h 詳細は昭和 39年 4月発行の昭和 38年度幼稚魚、採捕状況調査報告書を参照して下さい。
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